
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

岸
田
政
権
は
、

昨
年
12
月
に
、

外
交
・
安
全
保

障
政
策
を
中
心

と
し
た
国
の
基

本
方
針
を
示
す

「
安
全
保
障
３

文
書
」
を
閣
議

決
定
し
た
。こ
の

文
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に

つ
き
従
っ
て
、憲
法
違
反
の「
敵

地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
と
「
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
の
大
軍
拡
・

大
増
税
を
押
し
す
す
め
る
」
も

の
で
あ
る
▼
政
府
は
、
２
０
２

３
年
度
以
降
の
５
年
間
で
、
前

回
の
中
期
防
衛
整
備
計
画
の

１
・
５
倍
以
上
と
な
る
43
兆
円

も
の
巨
費
を
投
じ
て
、
敵
地
攻

撃
に
使
用
可
能
な
各
種
の
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
や
イ
ー

ジ
ス
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
の
導

入
、
無
人
機
の
増
強
、
全
国
１

３
０
棟
の
弾
薬
庫
整
備
と
全

国
３
０
０
地
区
の
自
衛
隊
基

地
内
に
防
空
壕
設
置
な
ど
を

進
め
る
と
い
う
も
の
▼
さ
ら

に
政
府
は
、
軍
需
産
業
支
援
法

を
成
立
さ
せ
「
力
強
く
持
続
可

能
な
防
衛
産
業
を
育
成
し
て
。

軍
需
企
業
の
設
備
投
資
な
ど

の
財
政
支
援
を
進
め
て
い

く
。」
支
援
の
対
象
は
、
自
衛

隊
の
任
務
遂
行
に
不
可
欠
な

装
備
な
ど
の
製
造
行
う
事
業

者
と
し
て
い
る
。
武
器
、
弾
薬

庫
、
車
両
、
艦
船
、
航
空
機
、

レ
ー
ダ
ー
な
ど
▼
米
国
の
「
統

合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
に
加

わ
り
万
一
国
際
紛
争
が
発
生

し
た
時
、
自
衛
隊
は
他
国
軍
隊

へ
の
支
援
が
で
き
る
と
い
う
も

の
▼
日
本
国
憲
法
９
条
の
、

「
陸
海
空
軍
、
そ
の
他
戦
力
を

持
た
な
い
日
本
国
は
、
正
義
と

秩
序
を
貴
重
と
す
る
国
際
平

和
に
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の

発
動
た
る
戦
争
と
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
行
使
は
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
、
こ
れ
を
永
久
に
放
棄
す

る
」
と
し
て
「
自
衛
隊
の
戦
争

行
為
・
集
団
的
自
衛
権
行
使
」

は
認
め
て
い
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。�

（
笠
原
寅
）

セ
ル
フ
ケ
ア
を

地
域
へ
広
げ
る
た
め
に

　

保
健
活
動
委
員
会
は
「
地

域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

を
方
針
に
、
今
年
度
も
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
協
議
を
す
る
中
で
、“
若

い
世
代
”
に
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
テ
ー
マ
を
探
し

ま
し
た
。
子
ど
も
の
足
や
靴

『
２
つ
の
ソ
ク
イ
ク

『
２
つ
の
ソ
ク
イ
ク
』』
で
健
康
な
体
づ
く
り

で
健
康
な
体
づ
く
り

の
問
題
が
近
年
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
足
の
セ
ル

フ
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

マ
ス
ク
生
活
が
長
く
続
い
た

影
響
も
あ
り
、
口
呼
吸
の
人

が
増
え
て
お
り
、
口
の
健
康

は
と
て
も
大
事
で
あ
る
た
め

学
習
会
は
「
足
と
口
の
セ
ル

フ
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。

　

12
月
２
日
（
土
）、
前
橋
協
立
病
院
敷
地
内
の
生
協
会
館
で
、
保
健
活
動
委
員
会
主
催

の
学
習
会
「
２
つ
の
ソ
ク
イ
ク
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
43
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
大
泉
千
代
田
支
部
の
組
合
員
で
医
学
体
操
指
導
者
の
松
尾
初
美
さ
ん
を
お
む
か

え
し
、
足
と
口
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
ま
し
た
。

笑
い
が
溢
れ
る
体
験
会

　
「
息
育
」
と
「
足
育
」
の

「
２
つ
の
ソ
ク
イ
ク
体
験
会
」

は
、
開
催
前
か
ら
多
く
の
注

目
を
集
め
、
当
日
は
満
席
で

大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
講
師

の
松
尾
初
美
さ
ん
は
、
抜
群

の
ト
ー
ク
力
で
会
場
を
沸
か

し
、
笑
い
声
の
溢
れ
る
体
験

会
と
な
り
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

な
り
、
肺
機
能
を

強
化
し
て
く
れ
ま

す
。

※�

ピ
ロ
ピ
ロ
の
購

入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記

の
連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。

足
育
体
験
で

効
果
を
実
感

　

当
日
は
、
会
場

の
参
加
者
全
員

が
、
ゆ
び
の
ば
体

っ
て
み
た
い
」「
近
所
の
人
や

班
会
、
家
族
で
や
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
前
向
き
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
体
験
会
が
、
気
軽
に
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
健
康
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
地
域
の
皆
様
の
健
康

増
進
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

内
容
の
一
部
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

息
育
で
鼻
呼
吸
に

　

あ
い
う
べ
体
操
や
ピ
ロ
ピ

ロ
（
吹
き
戻
し
）
を
体
験
し

ま
し
た
。
あ
い
う
べ
体
操
で

舌
の
筋
肉
を
鍛
え
、
舌
を
正

し
い
位
置
に
戻
す
こ
と
で
口

呼
吸
か
ら
鼻
呼
吸
に
改
善
し

ま
す
。
ピ
ロ
ピ
ロ
は
呼
吸
筋「パタカラ」でお口の機能チェック「パタカラ」でお口の機能チェック

バランスチェックでゆびのば体操の効果を実感バランスチェックでゆびのば体操の効果を実感

ピロピロ（ピロピロ（吹き戻し吹き戻し）を体験する様子）を体験する様子

抜群のトーク力で会場を盛り上げる松尾氏抜群のトーク力で会場を盛り上げる松尾氏

瀧
澤
　
佳
津
子

理
事
　
保
健
活
動
委
員
長

操
を
体
験
し
、
効
果
を
実
感

し
ま
し
た
。
椅
子
の
後
ろ
に

立
ち
、
つ
ま
先
立
ち
を
10
回

す
る
と
足
指
が
し
っ
か
り
伸

び
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ま

す
。

　

体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
分
か
り
や
す
く
呼
吸
の

大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ

た
」「
鼻
呼
吸
を
意
識
し
て
や

ピロピロ（吹き戻し）
購入・お問い合わせ先

お口の健康や口腔機能低下症
についての情報は４面に掲載！

電話番号：生協本部
　　　　　組合員活動課
中毛地区
　027－265－3531（代表）
太田地区
　080－6777－4989
桐生地区
　090－9300－6031

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2024.2.1 第694号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）

医療費でお困りの方ご相談ください
無料・低額診療事業を行っています
前 橋 協 立 病 院	 TEL:027-265-3511
太田協立診療所	 TEL:0276-45-4911
前橋協立診療所	 TEL:027-231-6060
桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601

694694
2月号 / 2024年
群馬中央医療生活協同組合

定価　1部　30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）

発　行　〠371-0811�前橋市朝倉町830-1
発行人　長谷川敦子
編　集　くらしと健康編集委員会
　　　　　　　　　http://www.kyouritsu.org/

TEL　027-265-3531
FAX　027-265-3532
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「年越し協立フェア」多くの来場者でにぎわう

桐生協立診療所が中心となり
地域の事業所と学習会を開催

新病院建設概要
説明会はじまる

　昨年12月17日（日）に前橋協立病院の敷地内にて第５回目の生活困窮者支援として、「年越
し協立フェア」が開催され166名の方が来場されました。地域の方々や企業・団体から物資の
提供を頂きました。当日は63名が運営のスタッフとして参加しました。恒例となりつつあるイ
ベントとして当日を楽しみにして来てくださった方も沢山いらっしゃいました。
　お米や食品、日用品の配布、たまごのカンパ販売をはじめ、子ども対象のあめのつかみどり、
食事会場、ヘアカットを実施しました。
　特にヘアカットコーナーは好評で、普段なかなか床屋や美容
室に行く機会のない方など、23名の方が髪を切っていかれ、す
っきりした表情をされて帰っていかれたのが印象的でした。
　今回の開催でもやはりニーズのあるイベントだと感じ、今
から次回の開催に向けて準備していきたいと思います。
　ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。

　12月５日（火）、『第１回�医療・介護学
習会』を桐生協立診療所にて開催しまし
た。今回は「医療用麻薬の基礎知識」と
「DESIGN-R（褥瘡評価ツール）」の２つ
のテーマで学習を行いました。当初は内
部向けの学習会と位置付けていました
が、せっかく学習するならと、連携して
いる訪問看護事業所を中心に、広く声掛
けをおこないました。直前の案内となり
ましたが、当日は５つの外部事業所から
10名、診療所職員と合わせて20名の方が
参加しました。
　医療用麻薬の学習はコアラ薬局の根岸
薬剤師が講師を務め、オピオイド（麻薬
性鎮痛薬）の種類や使用量、副作用等に
ついてお話しいただきました。専門的で
難しい内容でしたが、クイズ形式でわか
りやすく説明いただきました。
　DESIGN-Rの学習は西上所長が講師を
務めました。褥瘡に対する適切な治療法や
軟膏の使い方など経験に基づく話で、皆さん興味深く耳を傾けていました。
　１時間と短い時間でしたが、中身の濃い学習会となり、参加者からは「モ
ルヒネのレスキュー量について難しかったが、もっと学びたい」「ゲンタシ
ン軟膏の使い方について勉強になった」「先生のお話をもっと聞きたい」な
どの感想があがりました。また次回への要望として「グリーフケアの学習
をしてほしい」「在宅での困難症例について聞きたい」「ケアマネさんの話
が聞きたい」などご意見を頂きました。
　また、学習会終了後は、他事業所の参加者同士が雑談し交流する場面も
見られました。このような学習会をきっかけに、普段あまり接点のない看
護師同士が情報交換を行い、横のつながりを作れたことは良かったと思い
ます。
　今後も定期的に学習会を開催し、桐生地域の在宅を支える仲間と共に学
びを深めていきたいと思います。� 事務長　遠藤賢二

　2026年の竣工を予定して進められている
前橋協立病院の新病院建設ですが、年明けか
ら組合員向け、概要説明会が各地域で始まって
います。１月11日（木）は、桐生協立診療所
内の組合員ホールにて開催し、10人が参加し
ました。１月16日（火）は、前橋協立病院敷
地内の生協会館にて、中毛地区の１回目の説明
会が開催され、23人が参加しました。１月19
日（金）は、太田協立診療所敷地内の組合員会
館にて開催し、11人が参加しました。建設単
価の高騰から、配置図や平面図、詳細な建設計
画を何度も練り直しており、組合員の方々には
明確な情報を十分に提供できない状態が続い
ていましたが、前月の当機関紙の２面の記事に
も掲載したような、一定の方向性をもって計画
を進めていく事の説明をおこないました。概要
説明会では、京都建築株式会社が作成した立
体のイメージ動画の紹介もありました。

１月11日桐生会場１月11日桐生会場

１月16日前橋会場１月16日前橋会場

⑵く　ら　し　と　健　康2024.2.1 第694号 　く　ら　し　と　健　康



組合員と共につくる事業所
院所利用委員会による事業所活動の後押し

　当生協には、病院や診療所、歯科クリニックに院所利用委員会があります。組合員が主体となって開催されている委
員会で、隔月で開催されています。組合員が自分たちの事業所をより使いやすく、より良い事業所としていく為に、職員
と一体となり会議や環境整備を行っています。今回は、桐生協立診療所と前橋協立病院の院所利用委員会の取り組みの
一部を紹介します。

診療所に安心と使いやすさを
桐生協立診療所　院所利用委員長

理事　丹羽政文

　今年は総代会方針を具体化し、医療介護施設の患

者・利用者の利用促進、利便性向上や職員の皆さんの

働きやすさ向上のため、各事業所の院所利用委員会は

院内の見回りを実施しています。

　桐生の院所利用委員会は一昨年の院内ラウンドの

際に業者から見放された鉄製の大きなドアの修理を

行い職員から感謝されています。今年度の取り組みで

は、虹の投書箱の表示の仕方や位置の変更、照明につ

いて検討することになりました。さらに外階段の錆が

多くなったことから業者に依頼して塗り直しをすべ

きとの指摘もありました。網戸の破れが数か所ありこ

れについては組合員さ

んに広く呼び掛けて補

修をしてもらうことを

計画しています。昨年診

療所入り口脇の軽自動

車用駐車場でバックと

前進を間違えて外壁に

激突し院内の治療機器

が倒れ破損するという

事故がありました。その

場所に組合員さんが植

樹をしてくれました。さ

らに車止めを置くこと

も検討しています。脱落

してしまったトイレ表

示板の修理も翌週行い

ました。

患者も職員も安心して働ける病院環境に
前橋協立病院　院所利用委員長

理事　関口治重

　今年度から前橋協立病院の院所利用委員会を担当することにな

りました。着任して半年となりますが、院内の設置物や物品のレ

イアウト、掲示物や案内図、照明の明暗など、患者から多くのご

意見やご指摘をいただけていることが分かりました。また、病院

内のみでなく院外の環境においても、ご意見をいただいており、見

直す必要性がありました。

　早速改善に取り組んでいます。まずは、正門前交差点の見通しの悪

さについて、雑木や雑草を刈込み、交差点の安全性を確保しました。

次に、病院正面のロータリー内に、『患者が心安らぐ空間』を作るた

め、木や植え込みを切り、ベンチを設置しました。後日、ベンチに座

ってシャボン玉を行っていた親子にお話を伺うと、「入院中で子どもが

遊びに出ることのできる場所があっ

て良かった」と大変喜ばれていました。

　病院内においては、総合受付のカウ

ンター下の壁紙貼りを行ないました。

掲示物の張替えをくり返し、汚れてい

たカウンター下が綺麗になりました。

その総合受付横の通路床面に、案内図

を貼りました。複雑な院内で目的の場

所が分かりにくいと悩まれている方の

助けになると思います。破れている椅

子は撤去し置き換えをしました。

　新病院完成までには、あと3年程

あります。大切なことは、今から患

者の皆様が安心して来院できる環境

づくりや、職員が安心して楽しく働

ける環境づくりをしていく事だと思

っています。

点
検
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

点
検
商
法
と
は
、
屋
根
や
給
湯
器
な
ど
に
関
す

る
住
宅
修
理
に
つ
い
て
、
点
検
を
き
っ
か
け
と
し

て
高
額
な
工
事
の
契
約
を
迫
る
手
口
の
こ
と
で

す
。

　
「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
の
で
ご
挨
拶
に
来

ま
し
た
。
無
料
で
点
検
い
た
し
ま
す
」
と
訪
問
し

て
き
た
事
業
者
が
、
点
検
を
し
た
後
に
、「
こ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
と
危
険
で
す
」
と
い
っ
た
言
葉

で
不
安
を
あ
お
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

よ
く
あ
る
相
談

・�「
給
湯
器
の
点
検
を
す
る
」
と
突
然
事
業
者
が

や
っ
て
き
た
。「
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
交
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
焦
っ
て

し
ま
い
、
30
万
円
の
工
事
を
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
契
約
を
取
り
消
し
た
い
。

・�「
近
く
で
工
事
を
し
て
い
た
ら
お
宅
の
屋
根
が

悪
く
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
」
と
事
業
者
に

言
わ
れ
て
高
齢
の
親
が
３
０
０
万
円
か
か
る

修
理
の
契
約
を
し
た
よ
う
だ
。
解
約
し
た
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・�「
無
料
で
点
検
す
る
」
と
突
然
訪
問
し
て
く
る

事
業
者
に
簡
単
に
応
対
し
た
り
、
住
宅
を
点
検

さ
せ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・�

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
で
、
家
族
や
信
頼
で
き

る
事
業
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８

８
※
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な

が
る
三
桁
の
電
話
番
号
で
す
）

群
馬
県
消
費
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ　

そ
の
７

組合員の植樹した木組合員の植樹した木

修理したトイレ表示板修理したトイレ表示板

カバーをかけて整えた椅子カバーをかけて整えた椅子

病院ロータリー内の広場病院ロータリー内の広場

受付カウンターのクロス補修受付カウンターのクロス補修

病院入口のフロアガイドシール病院入口のフロアガイドシール
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『
口
腔
機
能
低
下
症
の

　
　

  

検
査
に
つ
い
て
』

『
口
腔
機
能
低
下
症
の

　
　

  

検
査
に
つ
い
て
』

『
口
腔
機
能
低
下
症
の

　
　

  

検
査
に
つ
い
て
』

特　集

【
こ
ん
な
症
状あり

ま
せ
ん
か
】

「
最
近
、
食
事
や
飲
み
物
で
む
せ

る
こ
と
が
あ
る
な
」「
薬
を
飲
み

に
く
く
な
っ
た
」「
口
が
乾
く
こ

と
が
多
い
」
な
ど
、気
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

お
口
も
体
と
同
じ
で
、

年
齢
を
重
ね
る
と
機
能

の
低
下
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
、こ
の
よ
う

な
症
状
を
医
療
保
険
で
検
査
・
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

歯
科
医
院
で
行
う

検
査
は
、機
器
を
使
用
す
る
も
の

な
ど
、以
下
の
７
項
目
の
簡
単
な

検
査
で
す
。

①  

嚥
下
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

（
飲
み
込
み
に
つ
い
て
の
問

診
表
に
答
え
る
）

② 

舌
苔
の
付
着
を

調
べ
る
（
舌
に
あ
る
白
い
苔

状
の
も
の
）

③  

口
腔
の
水
分
量
を
測
る
（
お

口
の
乾
き
具
合
）（
図
１
）

④  

残
存
歯
数
を
数
え
て
、
嚙
む

力
を
み
る

⑤  

唇
や
舌
の
運
動
機
能
を
調
べ

る
（
５
秒
間
に
パ
・
タ
・
カ

が
何
回
言
え
る
か
）（
図
２
）

⑥ 

舌
の
力
を
計
測
す
る（
図
３
）

⑦  

咀
嚼
能
力
の
検
査
（
ど
の
く

ら
い
食
べ
物
を
か
み
砕
け
て

い
る
か
）

（
７
項
目
の
う
ち
３
つ
に
低
下
が

み
ら
れ
る
と
、口
腔
機
能
低
下
症

と
診
断
さ
れ
ま
す
）

【
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
】

　

む
せ
や
す
い
人
や
飲
み
込
み

に
く
く
な
っ
た
人
は
、舌
の
後
方

の
筋
肉
が
衰
え
て
い
る
可
能
性

吉
　
井
　
さ
か
枝

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

歯
科
衛
生
士

が
あ
り
ま
す
が
、筋
肉
な
の
で
意

識
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
で
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

舌
の
筋
肉
や
お
口
の
ま
わ
り

の
筋
肉
が
衰
え
る
と
、お
口
が
開

い
て
乾
き
や
す
く
な
り
、む
し
歯

や
歯
周
病
の
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
。
歯
も
舌
も
、飲
み
込
む

筋
肉
も
す
べ
て
が
つ
な
が
っ
て

い
て
一
つ
で
も
機
能
が
低
下
す

る
と
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
ま

す
。

　

検
査
で
自
分
の
お
口
の
機
能

の
状
態
を
知
る
と
、気
を
付
け
る

ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
の
で
お
勧

め
で
す
。

【
気
に
な
る
お
く
ち
年
齢
】

　

検
査
の
結
果
を
「
お
口
年
齢
」

と
し
て
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
医
科
で
は
よ
く
耳
に
す
る

「
血
管
年
齢
」
や
「
骨
年
齢
」
と

同
じ
よ
う
な
意
味
の
こ
と
ば
で

す
。
昭
和
大
学
の
高
齢
者
歯
科

学
・
佐
藤
裕
二
教
授
が
開
発
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
と
、口

腔
機
能
低
下
症
の
検
査
結
果
を

も
と
に
し
て
「
お
口
年
齢
」
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図

４
）希
望
が
あ
れ
ば
お
声
か
け
下

さ
い
。

図１　口腔の水分量を測る図１　口腔の水分量を測る

図２　唇や舌の運動機能を調べる図２　唇や舌の運動機能を調べる

図３　舌の力を計測する図３　舌の力を計測する

図４　おくち年齢シート図４　おくち年齢シート

口腔機能低下症の検査をしてみませんか
協立歯科クリニックでは上記の７項目にあたる口腔機能の検査を行っています。
検査は、健康保険の適応になります。
検査を希望される方は、下記の問い合わせ先からご予約ください。
検査後、検査結果やトレーニング方法を歯科衛生士が丁寧に説明します。
＜お問い合わせ＞	TEL027‐265-6601
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仲
間
仲
間
のの
作
品
コ
ー
ナ
ー

作
品
コ
ー
ナ
ー

「
手
作
り
の
絵
手
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
」

前
橋
市
　
小
林
千
恵
子
さ
ん

「
ぬ
り
絵
　
冬
の
部
屋
」

前
橋
市
　
辻
口
勝
美
さ
ん

地域活動地域活動アアララカカルルトト

中央支部
　桐生地区の中央支部では楽しい企画や班会が次々と開催され
ています。12月20日（土）「つつみの朝市」終了後に「そばま
つり」が開催されました。そば打ち名人の稲村さん、きのこ汁
やその他料理は森山さんが腕を振るい集まった13名でそばを
堪能しました。しばらく参加していなかった組合員とも今回の
そばまつりでまたつながることができました。
　12月26日（木）年末ボッチャ班は５名が参加し、毎月鍛え
上げた技？を披露し優勝を競い合いました。見事優勝したチー
ムには豪華な「お
菓子」が贈られい
つも以上に盛り上
がりました。来月
は新年会を予定し
ています！どんな
新年会になるのか
楽しみです。

六供支部
　12月21日（木）季節の行事を楽しむ班会で「お正月飾り」を
作りました。昨年に続き２回目の今年は、洋風お正月飾りをリ
クエストしました。机の上に並べられた、おめでたい「松竹梅」
縁起物の水引や南天、唐辛子。大小、形の変わった松の実に彩
りの木の実。色鮮やかな造花など、どう飾り付ければいいのか
迷うようでしたが、「自由でいいですよ、
好きなようにね！」との講師の声かけで、
皆さん試行錯誤しながらも、楽しんで飾り
つけていきました。
　出来上がったお飾りは、それぞれ違って
みんな素敵。自分のお飾りを持って写真を
撮りました。笑顔がはじけていました。
　個性的に仕上がったお飾りは、新年を迎
える、家々の玄関に飾られていました。
� 萩原　由美子

休泊支部
　太田組合員会館の今年最初の班会は、休泊支部の
「小物作り班」です。15年ぐらい前に発足した班会で
す。最初は年３～４回の集まりでしたが、今は毎月開
催しています。最初のうちは同じものを作っていまし
たが、現在は１人１人違うものに取り組んでいます。
手さげ袋やテッシュ入れ、巾着、ブローチなど思い思
いのものが並びます。

つぎつぎとアイデア広がるつぎつぎとアイデア広がる

2024年の健康と安泰を2024年の健康と安泰を
願って「お正月飾り」作り願って「お正月飾り」作り

指先も使って健康づくり指先も使って健康づくり

ボッチャ班ボッチャ班

⑸ く　ら　し　と　健　康　 2024.2.1 第694号く　ら　し　と　健　康



ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
294
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
293
回
の
答
え
》

ト
シ
コ
シ
ソ
バ（
年
越
し
そ
ば
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

扇
子
の
別
名

２　

市
川
團
十
郎
は
…
…
屋

３　

…
…
ワ
ー
ド
。
…
…
ボ
ー
ド

４　

日
本
の
国
花

５　

鶏
口
と
な
る
も
…
…
と
な
る
な
か

れ
８　

江
戸
か
ら
信
濃
・
美
濃
路
を
通
っ

て
京
都
へ
行
く
街
道

10　

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
心

の
張
り
合
い

15　

草
を
刈
る
道
具
の
一
つ

16　

…
…
は
和
し
て
同
ぜ
ず

17　

た
い
焼
き
の
…
…
は
あ
ん
こ

18　

尺
八
の
一
流
派
…
…
流

20　

物
置
小
屋
の
こ
と
で
す

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

春
の
七
草
の
一
つ
で
、
カ
ブ
の
こ

と
で
す

３　

12
月
は
師
走
、
１
月
は
睦
月
、
２

月
は
？

６　

昔
の
映
画
作
品
の
再
映
画
化

７　

宮
崎
県
の
旧
国
名
を
訓
読
み
す
る

と
９　

夏
に
多
い
雨

11　

水
な
ど
を
こ
し
て
、
清
浄
す
る

…
…
装
置

12　

俳
句
に
詠
み
込
み
ま
す

13　

で
た
ら
め
。
う
そ
。
…
…
ネ
タ

14　

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

17　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
騎
士

19　

山
形
県
産
米
の
一
つ

21　

祖
先
は
メ
リ
テ
リ
ウ
ム

22　

麻
雀
の
対
局
中
、
う
そ
を
言
っ
て

相
手
を
惑
わ
す
行
為

294
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ヨ
コ
の
カ
ギ

１

春
の
七
草
の
一
つ
で
、
カ
ブ
の

　
　

こ
と
で
す

３

12
月
は
師
走
、
１
月
は
睦
月
、

　
　

２
月
は
？

６

昔
の
映
画
作
品
の
再
映
画
化

７

宮
崎
県
の
旧
国
名
を
訓
読
み
す

　
　

る
と

９

夏
に
多
い
雨

11

水
な
ど
を
こ
し
て
、
清
浄
す
る

　
　

…
…
装
置

12

俳
句
に
詠
み
込
み
ま
す

13

で
た
ら
め
。
う
そ
。
…
…
ネ
タ

14

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

17

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
騎
士

19

山
形
県
産
米
の
一
つ

21

祖
先
は
メ
リ
テ
リ
ウ
ム

22

麻
雀
の
対
局
中
、
う
そ
を
言
っ

　
　

て
相
手
を
惑
わ
す
行
為

　
　

タ
テ
の
カ
ギ

１

扇
子
の
別
名

２

市
川
團
十
郎
は
…
…
屋

３

…
…
ワ
ー
ド
。
…
…
ボ
ー
ド

４

日
本
の
国
花

５

鶏
口
と
な
る
も
…
…
と
な
る
な

　
　

か
れ

８

江
戸
か
ら
信
濃
・
美
濃
路
を
通
っ

　
　

て
京
都
へ
行
く
街
道

10

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う

　
　

心
の
張
り
合
い

15

草
を
刈
る
道
具
の
一
つ

16

…
…
は
和
し
て
同
ぜ
ず

17

た
い
焼
き
の
…
…
は
あ
ん
こ

18

尺
八
の
一
流
派
…
…
流

20

物
置
小
屋
の
こ
と
で
す

答え　「ナナクサガユ（七草がゆ）」

寒
さ
と
降
雪
が
本
格
化
す
る

時
期
。
気
象
庁
の
予
報
に
よ
る

と
、
こ
の
冬
の
気
温
は
平
年
並

み
か
少
し
高
め
、
降
雪
量
の
方

は
平
年
並
み
か
少
な
め
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
観
測
史
上

１
位
の
最
低
気
温
は
１
９
０
２

（
明
治
35
）
年
１
月
25
日
に
北

海
道
・
旭
川
で
観
測
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ス
41
・
０
度
で
す
が
、
最

深
積
雪
を
記
録
し
た
の
は
、
ど

こ
で
何
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
？

〈
答
え
〉

１
９
２
７
（
昭
和
２
年
）
２

月
14
日
に
滋
賀
県
の
伊
吹
山
で

観
測
さ
れ
た
記
録
で
、
な
ん
と

11
メ
ー
ト
ル
82
セ
ン
チ
。
前
年

末
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強

ま
り
、
大
雪
の
た
め
各
地
で
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
観
測

史
上
２
位
が
５
・
66
メ
ー
ト
ル

（
２
０
１
３
年
２
月
、
青
森
県

酸
ケ
湯
）
な
の
で
、
い
か
に
大

雪
だ
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。

大
雪

クロスワード
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                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

12
月
最
後
の
日

３

正
月
の
遊
び
の
一
つ
で
す

５

…
…
至
。
…
…
眠
。
越
…
…

６

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編

　
　

小
説
『
罪
と
…
…
』

７

女
性
の
声
楽
の
最
高
音
域
。

　
　

…
…
歌
手

９

と
お
り
み
ち
の
こ
と

10

過
去
の
出
来
事
で
深
く
心
に

　
　

残
っ
て
い
る
事
柄

13

一
昨
年
の
こ
と
で
す

14

ス
キ
ヤ
キ
の
肉

15

パ
ス
カ
ル
の
言
葉
。「
人
間
は

　
　

考
え
る
…
…
で
あ
る
」

16

羽
根
を
突
く
道
具

18

も
め
ん
の
こ
と
で
す

19

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
立
て
ま
し
た

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

茨
城
県
の
県
庁
所
在
地

２

拝
啓
の
手
紙
の
結
び
は
敬
具
。

　
　

前
略
で
書
き
出
す
時
は
？

３

海
馬
と
も
い
う
竜
の
子
ど
も
？

４

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

６

ト
ゲ
の
あ
る
愛
の
花

８

反
対
語
は
ア
マ

９

新
１
万
円
札
の
肖
像
画
は
渋
沢

　
　

栄
一
。
新
５
千
円
札
は
？

11

マ
ッ
チ
１
本
、
火
事
の
…
…

12

考
え
が
堅
く
て
、
ゆ
う
ず
う
が

　
　

き
か
な
い
人

13

ト
ッ
パ
ン
（
凸
版
）
の
反
対
の

　
　

凹
版
。
な
ん
て
読
む
？

17

ま
な
…
…
の
上
の
鯉

答え

「トシコシソバ（年越しそば）」

日
本
酒
が
お
い
し
い
季
節
で

す
。
日
本
酒
は
秋
に
収
穫
し
た

新
米
を
原
料
に
し
て
、
12
月
か

ら
３
月
頃
に
か
け
て
造
ら
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
に
出
荷
さ
れ
る

日
本
酒
は
「
新
酒
」「
し
ぼ
り

た
て
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
日
本
酒
の
生
産
が
多
い

都
道
府
県
ベ
ス
ト
３
と
は
？

〈
答
え
〉

日
本
一
は
兵
庫
県
で
、

２
０
２
１
年
に
は
国
内
の
約

29
％
を
生
産
し
ま
し
た
。
灘
地

区
は
、
六
甲
山
地
を
源
流
と
す

る
良
質
な
水
、「
六
甲
お
ろ
し
」

と
呼
ば
れ
る
冬
の
寒
気
、
品
質

が
よ
い
酒
造
好
適
米「
山
田
錦
」

の
生
産
地
が
近
い
な
ど
の
好
条

件
が
そ
ろ
い
ま
す
。
２
位
は
、

古
い
歴
史
と
豊
か
な
水
源
を
も

つ
京
都
府
（
約
15
％
）
で
、
伏

見
が
有
名
。
３
位
は
米
と
水
に

恵
ま
れ
、
蔵
元
数
全
国
１
位
を

誇
る
新
潟
県
（
約
８
％
）
で
す
。

日
本
酒
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（
敬
称
略
）

憲
法
川
柳
で
、
大
西
あ
い
子
さ
ん

の
「
も
う
や
め
て
戦
争
準
備
と
物

価
高
」
ほ
ん
と
だ
ほ
ん
と
だ
、
戦

争
は
本
当
に
や
め
て
ほ
し
い
。
物

価
高
も
、
か
ん
べ
ん
し
て
〜
。
今

年
こ
そ
良
い
年
・
平
和
な
年
・
生

活
し
や
す
い
年
。
お
願
い
。

�

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

歌
の
文
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
今

年
も
も
う
少
し
で
終
わ
り
で
す

ね
、い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、こ
の
暮
に
来
て
、自
民
党
派
閥

の
不
祥
事
、
国
民
は
物
価
は
上
り

収
入
は
減
り
不
満
の
矛
先
持
っ
て

行
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。来
年
は
い
い

年
で
あ
る
事
を
期
待
し
て
書
き
ま

し
た
。�

（
み
ど
り
市　

椚
瀬
勝
明
）

昨
年
11
月
、
存
命
す
る
39
名
中
、

17
名
が
出
席
し
た
「
古
希
記
念
中

学
ク
ラ
ス
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

10
数
年
振
り
の
参
加
者
も
い
る

中
、
２
次
会
ま
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
回
が
最
後
の
ク

ラ
ス
会
の
は
ず
が
、
幹
事
、
鶴
の

一
声
で
引
き
続
き
毎
年
５
月
に
開

催
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

毎
回
、
各
支
部
の
活
躍
に
励
ま
さ

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
い
気
持
ち

の
老
人
？
な
ん
て
言
わ
せ
な
い
！

手
も
足
も
口
も
元
気
で
、
Ｚ
世
代

へ
勇
気
を
注
入
で
す
。

�

（
太
田
市　

ひ
ろ
し
）

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
未
来
」
は
16
年

前
、
妻
が
３
ケ
月
ほ
ど
利
用
し
ま

し
た
。
今
は
送
迎
有
の
所
へ
通
っ

て
い
ま
す
。
半
身
マ
ヒ
で
す
!!

�

（
前
橋
市　

マ
ル
サ
ン
）

12
月
だ
と
い
う
の
に
雪
の
気
配
が

な
く
、未
だ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

に
履
き
替
え
て
い
ま
せ
ん
。雪
が
降

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど

も
達
、降
ら
な
い
の
な
ら
雪
遊
び
に

出
か
け
な
き
ゃ
？
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
予
定
な
し（
笑
）今
年

は
雪
に
触
れ
あ
え
る
の
で
し
ょ
う

か
？�
（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
の
娘
）

本
を
読
む
こ
と
が
大
好
き
で
一
週

間
に
３
冊
読
む
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
先
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
な
り
、
学
校
へ
行
け
な
か
っ
た

時
は
い
つ
も
以
上
に
本
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
体

調
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
太
田
市　

み
の
り
ん
）

み
ど
り
市
生
ま
れ
の
私
は
つ
い

「
み
ん
な
の
声
」で
は
探
し
て
知
っ

て
る
人
か
と
ふ
る
さ
と
の
香
り
を

か
ぐ
み
た
い
に
ホ
ッ
コ
リ
し
て
い

ま
す
。
50
年
も
前
で
す
か
ら
知
っ

て
い
る
人
も
ほ
ぼ
い
な
い
の
で
す

が
…
。
今
年
も
た
め
に
な
る
記
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
前
橋
市　

関
根
典
子
）

前
回
、
桐
生
の
宝
徳
寺
に
行
っ
て

感
動
し
た
と
投
稿
し
ま
し
た
が
、

３
日
後
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
１

週
間
ほ
ど
自
室
に
こ
も
っ
て
い
ま

し
た
。
い
い
事
も
あ
れ
ば
悪
い
事

も
あ
る
も
ん
で
す
ね
。
３
日
間
ほ

ど
味
覚
異
常
が
あ
り
、
あ
せ
り
ま

し
た
が
幸
い
軽
度
で
す
み
ま
し

た
。�

（
み
ど
り
市　

ハ
ク
イ
チ
）

第
165
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2024
・
1

テ
レ
ビ
か
ら
輪
島
の
地
震
辛
い
春�

和
子

弥
次
喜
多
の
如
し
旅
し
て
四
日
か
な�

星
子

無
雑
作
に
置
か
る
赤
子
ら
ガ
ザ
は
冬�

丑
男

庭
先
で
鳥
睦
み
合
う
冬
ぬ
く
し�

麗
子

投
稿銀

杏
を
あ
つ
め
て
埋
め
て
つ
い
忘
れ

つ
る
子

幸
願
い
極
寒
の
中
の
だ
る
ま
市

�

石
田
俊
彦

元
旦
の
自
然
災
害
ま
た
学
ぶ

�
中
島
喜
太
郎

遠
く
住
む
咳
こ
む
母
の
身
を
案
ず

ユ
ー
ミ
ン

寒
玉
子
命
ま
る
ご
と
か
き
込
め
り

マ
リ
リ
ン

福
寿
草
ス
イ
セ
ン
と
並
び
美
を
か
ざ
す

�

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2024
・
1

新し
ん
ご
よ
み
暦
予
定
欄
に
は
医
者
予
約�

あ
こ
ち
ゃ
ん

成
人
の
孫
艶
や
か
に
晴
れ
姿�

Ｙ
ち
ゃ
ん

雪
か
ぶ
る
富
士
の
姿
に
幸
祈
る�

洋
子

幸
せ
を
人
の
不
幸
で
思
い
知
る�

松
ち
ゃ
ん

ス
ズ
鳴
ら
す
鐘
は
遠
く
に
初
詣�

章

公
園
で
タ
コ
上
げ
し
て
い
る
親
子
づ
れ�

Ｍ
ち
ゃ
ん

指
で
〇
作
り
て
笑わ
ら
う星
月
夜�

け
ん
ち
ゃ
ん

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
元
旦
か
ら
痛
々
し
い
災
害
、

家
も
横
振
れ
で
長
く
怖
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
飛
行
機
事
故
火
災

と
。
新
年
早
々
に
…
。
今
年
は
、ど

ん
な
年
な
る
の
だ
ろ
う
と
、と
て
も

不
安
で
す
。新
病
院
に
つ
い
て
楽
し

み
で
、楽
し
い
事
に
目
を
向
け
て
行

か
な
く
て
は
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

孫
た
ち
の
成
長
と
夫
婦
２
人
の
元

気
と
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
働
け

た
ら
と
。�

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

自
然
災
害
が
増
え
て
る
地
球
で
戦

争
な
ん
て
最
悪
で
す
。
世
界
平
和

を
祈
る
毎
日
で
す
。

�

（
前
橋
市　

Ｍ
子
）

ち
ょ
う
し
ん
き
が
休
み
で
さ
び
し

か
っ
た
で
す
。
時
世
を
反
映
し
て

共
感
し
き
り
の
内
容
だ
か
ら
、
切

り
抜
い
て
時
々
繰
り
返
し
読
ん
で

い
ま
す
。
私
利
私
欲
の
人
に
人
助

け
は
出
来
な
い
。
誠
実
な
人
は
素

晴
ら
し
い
。

（
前
橋
市　

と
も
子
の
ば
ぁ
ば
）

元
日
か
ら
の
石
川
県
の
大
地
震
等

思
わ
ぬ
事
が
立
て
続
け
に
起
こ
り

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
何

と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た
ら
と
心

が
凍
る
思
い
で
す
。
追
い
立
て
る

よ
う
に
寒
波
が
雪
雨
を
送
り
込
む

か
の
よ
う
に
、お
そ
っ
て
い
ま
す
。

国
も
モ
タ
モ
タ
し
な
い
で
素
早
い

対
策
を
し
て
ほ
し
い
ー
関
連
死
さ

れ
る
方
が
一
人
も
ふ
や
さ
ず
に
手

を
打
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
伊
勢
崎
市　

ジ
ュ
ゲ
ム
）

み
ん
な
の
声
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

読
ん
で
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
、私
も
元
気
に
生
活
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
太
田
市　

あ
〜
た
ん
）
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 前橋市 
前橋協立病院　健診室

前橋協立診療所

ご予約・お問い合わせ　TEL�027-265-3511(代表)
平日　９時30分〜16時30分

２月29日まで受けることが出来ます。
胃カメラ御希望の方も、是非お問い合わせください。

予約受付中！
ご予約・お問い合わせ　TEL�027-231-6060

予約受付中！
ご予約・お問い合わせ　TEL.027-265-3511（代表）

平日：9時30分〜 16時30分

予約受付中！
各種オプション検査・人間ドックも実施しています。

2023年度 自治体健診

感染対策を行い、安心して受診することができま
すので、ぜひご予約ください。

理
事
会
だ
よ
り

●
12
月
23
日
（
土
）
定
数
28
名
中
26
名
の
出

席
で
第
８
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③�

新
病
院
基
本
計
画
に
関
す
る
件

④��

新
病
院
建
設
概
要
説
明
会
開
催
に
関
す

る
件

⑤��

２
０
２
４
年
度
予
算
編
成
方
針
に
関
す

る
件

⑥�

前
橋
協
立
病
院
Ｃ
Ｔ
購
入
に
関
す
る
件

⑦�

役
員
の
任
命
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承

認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2023年12月末）
組　合　員� 3５，2５8人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，312人
　太田・館 林 地 域　組合員：　５，849人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，960人
　その他の地域　組合員：　　137人

出　資　金� 9億7,77５万0,700円
一人平均出資金� 27，731円

組合員のみなさまへ
～「住所不定組合員」名簿確認のお願い～

　当生協からの案内（郵送物）が届かず、ご登録住所
が「不明」となっている組合員の方の名簿を、病院・
診療所内に掲示しています（２月１日〜３月31日ま
で）。名簿にお名前のある方、あるいは連絡先をご存じ
の方がいらっしゃいましたら、お手数ですが最寄りの
事業所または生協本部までお知らせください。
　転居をされていない場合でも、区画整理などにより
住所表記が変わられた場合、今後同じように住所不明
となってしまう可能性があります。お心当たりの方は
ご一報いただきますよう併せてお願いいたします。

生協本部 TEL：027-265-3531

地域のみなさんへ

医学生・看護学生奨学金制度のご案内
　前橋協立病院では、将来私たちと共に地域の医療
を担っていきたいという意志のある医学生・看護学
生の方に対して、就学の一助として奨学金の貸与を
行っています。
　興味がある方が身近にいらっしゃいましたら、ぜ
ひご紹介ください。

＜貸与額（月額）＞
医 学 生　１～３年生　５万円
　　　　　４～６年生　６万円
看護学生　１～４年生　４万円

・�奨学金は他の奨学金制度を利用している方でも応募でき
ます。
・�卒業後、一定期間勤務することにより奨学金の返済が免除
されます。

【お問い合わせ先】
群馬中央医療生活協同組合　前橋協立病院
　〒371-0811�群馬県前橋市朝倉町828-1　TEL027－265-3511
　　医学生担当（黒澤）　E-mail：igaku-t@kyouritsu.org
　　看護学生担当（川﨑）　E-mail：nurse-egg@kyouritsu.org

転居・死亡した場合
★�転居して住所が変わったときや組合員（本人）
が亡くなられた等で名義を変更される場合は必
ずご連絡下さい。

★�手続きの際にはご用意いただくものがあります
ので、できれば事前にご連絡ください。

お問い合わせ先
生協本部　総務部

電話027−265−3531　　

まだ間に合います！
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第4）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

小泉 遠藤
（15：00～） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※ 糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※ 新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 中　村 小　野
高　柳 弘　中 保　田 大　宮

予
約
外
来

一般
瀧　口道
保　田
瀧　口由

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤
小　野芳
高　柳

西　上（第４休診）
小　林修
瀧　口由

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）
糖尿病・甲状腺：吉　川 内科/心療内科：鈴　木

糖尿病：深　津

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
循環器：久野（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般 田ヶ原 野　本
野　本
三　浦章
木　村

田ヶ原
橋　爪洋

専門 泌尿器（松尾/福田）
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：髙𣘺
肝臓：高　柳

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：新　井
呼吸器：新居（第４週）

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木 三　浦章 西　上（第２・４週）

訪問
診療

午前 齋　藤 中　村

午後 木　村 瀧　口由 保　田 岩　森（第３）
瀧　口由

西　上（第２・４週）
担　当（第１・３週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診・予防接種
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 北　原
（10：00～）予約のみ

北　原
予約のみ 北　原 北　原（第１/３/５週）

西　出（第４週）産科
午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	第３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 坂本（第２週休） 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 根　岸 飯　島 根　岸 北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年２月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土　9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上
大野

高柳（11:00まで）
桑原

３日：高柳
17日：井上
24日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と診療体制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第３～５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４・５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第1・３・５）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
新型コロナウイルスワクチン接種実施中
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。
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